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「語りつぐ天竜JlIJの発刊にあたって

天竜川は独特の形態をもっ河川です。上流部は諏訪湖が洪水を調整し

て比較的穏やかな表情をしていますが、後背に多雨域をもっ三峰川・小

渋川・太田切川などの支川を合流するたびに、洪水とともに大量の土砂

を受け入れて一気に急流土砂河川の様相を呈し、途中多くの狭窄部の聞

に氾濫原を形成してきています。

一方、この氾濫原は伊那谷の穀倉地帯でもあり、地先の人々は出水ご

とに濫流する天竜川との聞に涙ぐましい闘いを繰り返してきました。反

面、天竜)11は母なる川として地域の人々の生活を支え潤してきました。

田畑を濯概し、漁獲をもたらし、 11J深い信州と他国を結ぶ物資の交流の

場でもありました。情操のうえでも深い関わりがあり、独特の風土や文

化を育んできました。伊那谷の風土は天竜川と無関係ではあり得ません。

今後とも、天竜川を危険なものとして遠ざけたり、水があるからといっ

て過度に取水したり、汚したりすることは避けねばなりません。

この天竜川を鎮め、水を高度に利用するための地元の長い営みの後を

受けて、昭和12年から砂防を、昭和22年から河川を国が直轄事業として

取り組むようになり、その間地域の皆様からの多大なご協力のもとに、

天竜川の安全性は格段に向上しました。しかし安心は出来ません。絶え

ず流域の変貌をみつめ、河川施設の整備と維持管理を図ってし、かなけれ

ばなりません。また、水害防止と利水に一応の成果をみた現在、地域に

とって望ましい天竜川の姿を考え、その方向に向けて管理してゆくこと

がこれからの課題であると考えます。

「語りつぐ天竜)IIJは、天竜川の治水に関する地域の知見や経験を収

集し、広く地域共有の知識とすることにより、地域の方に天竜川に対す

る認識を深めていただき、よりよい天竜川を築いていくことに役立ちた

いと考え発行するものです。

なお、ご執筆いただいた方々には、自由な立場からお考えを披濯して

いただいていますので、建設省の見解とは異なる場合がありますことを

付言します。

建設省中部地方建設局天竜川上流工事事務所

所長望月達也



「語りつぐ天竜川」目録

1.伊那谷の気象

2.天竜川上流域の立地と災害

3.天竜川に於ける河川計画の歩み

4.総合治水の思想

5. 総合治水と森林と

6.伊久間地先に於ける天竜川の変遷

7 天竜峡で見た天竜川水位の変遷

8.村境は不思議だ

9. 諏訪湖の富栄養化と生物群集の変遷

10. 諏訪湖の御神渡り

11.理兵衛堤防

12 近世 天竜川の治水一伊那郡松島村一

13. JlI筋の変遺一天竜川と三峰JlIの場合一

14. 伊那谷山岳部の降雨特性

15. 天竜川の橋

16.伊東伝兵衛と伝兵衛五井

17. 天竜川の魚や虫たち

18. 天竜川のホタル

19. 天竜川流域の村々

20.小渋川水系に生きる 人と水と土と木と-

21.ものがたり 理兵衛堤防

22.量地指南に見る 江戸時代中期の測量術

23. 土木技術と生物工学一生きものを扱う技術

24.戦国時代の天竜川

25. 天竜川の水運

26.惣兵衛川除

27.紙芝居 間墾堤防一下伊那郡豊丘村伴野-

28. 昭和36年伊那谷大水害の気象

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

編

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

著

D

一

司

行

之

章

武

直

人

夫

一

護

三

雄

孝

一

美

門

美

武

人

一

和

章

治

一

人

人

穣

叫

ん

啓

秋

徳

宏

秀

真

清

秀

啓

一

冗

格

和

敏

新

優

寿

重

寿

忠

孝

王

新

戚

の

山

ー

部

，

部

狭

山

津

木

篠

野

津

村

沢

沢

山

平

ハ

沢

崎

下

原

爪

野

津

村

岡

津

山

本

下

村

村

田

米

北

鈴

上

中

松

今

平

倉

米

下

市

唐

宮

日

北

橋

勝

松

中

森

吉

亀

笹

日

市

竹

奥



29.天竜川の淵伝説一『熊谷家伝記』を中心に一 笹本正治著

30.天竜川の源流地帯 赤羽 篤著

31.東天竜 三浦孝美並著
仁科英明

32.天竜河原の開発と石川除 塩沢仁治著

33.伊那谷は生きている 松島信幸著

(発刊中)


